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Sustainable Development Goals (SDGs)

SDGsとは、「 Sustainable Development Goals」（ 持続可能な開発目標） の

ことで、 2015年9月、 国連サミット で採択した「 持続可能な開発のための2030ア

ジェンダ」 に記載された 2030 年までの国際目標です。

この目標は、 持続可能な世界を実現するための 17 のゴールと 169のターゲット か

ら構成され、 地球上の誰一人として取り残さないことを誓っています。

SDGsは、 発展途上国のみならず先進国自身が取り組む普遍的なものであり、 我が国

も積極的に取り組んでいます。
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2018年 9月 環境技術センターにおいてSDGs の取組みスタート

2019年 6月 SDGs の全社展開スタート P3

7月 2019 年度 TCC × SDGs プロジェクト募集開始

8月 2019 年度SDGs アンバサダー就任

9月 2019 年度第1 回SDGs カンファレンス開催

2020年 5月 2020 年度 TCC × SDGs プロジェクト募集開始

6月 2019 年度 SDGs 報告書発行

7月 2020 年度SDGs アンバサダー就任

2020 年度第1 回SDGs カンファレンス開催

10月 地方創生SDGs 官民連携プラットフォーム(内閣府)へ参加

2021年 1月 JAPAN SDGs Action Platform（外務省）へ参加

2月 TCC × SDGs パートナーシップ協定運用開始

3月 SDGs AICHI EXPO 2020 オンライン開催へ出展

5月 2021 年度 TCC × SDGs プロジェクト募集開始 P6

6月 2020 年度 SDGs 報告書発行

SDGs パートナーシップ協定第1号締結 P19

SDGs de 地方創生公認ファシリテーター2名養成 P18

8月 2021 年度第1 回SDGs カンファレンス開催 P4

10月 SDGs AICHI EXPO 2021へ出展 P17

2022年 1月 名古屋市立丸の内中学校ビオトープ移設プロジェクト開始 P16

3月 生物多様性とSDGs多世代フォーラムへ出展 P16

5月 新たなトップコミットメントを宣言

2022 年度 TCC × SDGs プロジェクト募集開始

本レポートについて | About this Report

SDGsは持続可能な社会を実現するための世界共通の課題・目標であり、この達成に貢献

することが当社自らの持続的な成長に繋がると考えています。

本レポートは、当社の SDGsへの取組みを紹介するものであり、本レポートを通じて、

共に SDGsの達成に貢献する方々とのパートナーシップのきっかけになれば幸いです。

これまでの歩み | Approach to the SDGs
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ト ッ プ コ ミッ ト メ ン ト | Top Commitment

当社は、持続可能な開発目標（SDGs）に賛同し、

事業活動を通じて SDGsの達成に貢献していきます。

SDGsに賛同します

2015年9月の国連総会で「 持続可能な開発のための2030アジェンダ」 が採択されまし

た。 アジェンダには、 持続可能な世界を実現するための 17 のゴール・ 169 のターゲット から

構成された2030 年までの国際目標である「 持続可能な開発目標 (Sustainable Development Goals:

SDGs)」 が掲 げられています。 SDGsは、 政府や市民社会の他に、 民間企業も達成に向けた役割

が期待されており、 あらゆるステークホルダーが連携することも求められ、 地球上の誰一人と

して取り残さない（ leave no onebehind）ことを表明しています。

当社は、 環境 (Environment) に配慮した事業活動、 社会・ 地域 (Social) への貢献や労働環境の改

善、 収益を上げつつ社会から信頼を得る経営 (Governance) などの ESG 要素を重視するととも

に、 社会の一員として、 持続可能な世界の実現を目指す SDGsに賛同し、 取り組みを進めていきま

す。

変わりゆく事業環境をチャンスへ変える

中部電力グループの一員として、電力は重要な経済インフラであることを自覚し、安全かつ安定的

なサー ビスを提供するとともに、 当社の中核事業であるエネルギーと環境にかかわる技術や役務

のサービス提供を通じて、 SDGsの達成に貢献することを基本的な考えとします。

国内の電力自由化をはじめ、 世界のエネルギーをめぐる状況は、 近年大きく変化しています。 当

社は、 新しい事業領域に挑戦することで、 従業員の働き甲斐や励みにも繋げ、 社会課題の解決のほ

か、 社会・ 地域と共生して、 社会の発展に貢献する活動に取り組んでいきます。

従業員が個々の能力を最大限に発揮できる職場へ

当社の最大の経営資源は人財であり、 風通しの良い明るく元気な職場を作るとともに、 従業員

が誇り を持って働ける職場作りを進めます。

当社は、安全な労働環境を大前提に、従業員の心身の健康維持・増進を目指した「 健康経営」を推

進し、 全ての従業員に平等な機会を与えるとともに、 人権が尊重されるようパワーハラスメント

の防止に努めるなど、人格や個性、多様性を尊重する職場環境をめざしていきます。これにより、

SDGsの達成に向けて個々の従業員が持てる能力を最大限に発揮していくことを期待します。

2019年 6月 1日

株式会社 テクノ中部

代表取締役社長 深澤 元喜
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SDGs カン ファレン ス | SDGs Conference

2021年8月25日、当社本店6階講堂において、「2021年度 第1回SDGsカンファレンス」

を開催しました。SDGsカンファレンスは、当社のSDGsの取組を広く社内外に知ってもらうと

ともに、SDGsについて理解を深めるための当社のオリジナル企画です。2021年度の第１回

のカンファレンスは、新型コロナウイルスの感染拡大防止ため、参加人数を限定し、Webを

併用するハイブリッド方式で行うなど、新型コロナウイルス感染症対策を徹底し開催しました。

しかし、第2回SDGsカンファレンスは、当初の予定を延期しましたが、国内でのまん延防止

や安全確保の観点から中止としました。

カンファレンス前半は、事務総長を務める深澤元喜社長による開会挨拶の後、全18プロ

ジェクトの代表者によるプロジェクトの紹介、プロジェクト参加者による宣言の採択を行いました。

カンファレンス後半は、長野県飯田市で造園・緑化に取り組んでいる文吾林造園株式会社

代表取締役社長の原孝昭様よりご講演を賜りました。

１．開催日：2021年8 月25日（水) 13：10～ 15：00

２．場 所：株式会社テクノ中部 6 階講堂 (名古屋市港区大江町3-12)

３．内 容：

・S D G sプロジェクトの成果報告・活動予定

・2 0 2 1年度宣言文の紹介・採択

・講演会 演題：『未来へ 造園会社が考える、貢献できる持続可能な未来』

講師：文吾林造園株式会社（TCC×SDGsパートナー企業）

代表取締役 原 孝昭 様
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深澤社長による開会挨拶 プロジェクト紹介 文吾林造園原社長による講演

2021年度宣言書の紹介



2021 年 8 月 25 日に開催した「SDGsカンファレンス」において、プロジェクト代表者

が一堂に会し、それぞれの活動を紹介し、プロジェクト参加者による宣言文の採択を行い、

当社の持続的発展を目指し活動を推進すること宣言しました。
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2021 年度 SDGs プロジ ェクト | SDGs Projects in 2021

№ プロジェクト名 概 要 関連ゴール

01

「風の守人」として風力発電所の安全
運転と保安の確保によるクリーンエネ
ルギーの提供

「グリーンエナジーたはら」風力発電所の運転保守管理・設備管理
を通じて、クリーンエネルギー供給の一翼を担う。

02
浜岡前面海域・豊かな海
藻場と磯根資源の回復を目指して

中期目標60％から長期目標100％に向かってカジメ藻場を拡大
させ磯根資源の回復を目指す。

03

浜岡原子力発電所で発生する放射性廃棄物

の削減に取り組み、クリーンなエネルギーである

原子力発電の再稼働に貢献しよう

浜岡原子力発電所の運転および廃止措置にて発生する放射性
廃棄物について、再利用促進、廃棄物の適切処分により廃棄物
の発生量ならびに保管量を削減する。

04
取引先とのパートナーシップでSDGs
達成に貢献！

パートナーシップで協業ビジネスを更に進め（PCB分析と廃棄物処
分案件を全国大で受注継続、溶接ヒューム、アスベスト分析等の
新規受注）SDGsに貢献する。

05 安全・品質キャラバンの実施
テクノ中部が、持続可能な会社であり続けるための基盤となる安全
文化の醸成を目指して、安全・品質キャラバンを実施する。

06
2021年度TCC×SDGs事務局運
営

SDGsの全社展開とProjectの推進を積極的にリードし、社外パー
トナーとの協業拡大により、社会から必要とされる会社となる。

07 屋上ビオトープ管理運営 屋上ビオトープの管理、活用を行う。

08 プロジェクトYAGI

ヤギ除草の事業化を通じて、地域の課題を解決し、SDGsに達成
に貢献する。
ヤギ除草事業の最適化、NPOとのﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟによる事業モデル
の検証。

09
かいぜんの輪
（PDCAの輪、横展の輪）

かいぜんの取り組みをプロセスかいぜんにシフトすることにより生産性
を高め、当社の企業価値を向上させるとともに人財の余力を確保
し、外販力を強化する。

10
地域活性化を担う新たな産業創出を
（海ぶどう工場）

完全室内型の海ぶどう養殖事業を実現するための研究開発を行
い、新規事業化することで、当社の売上と地域活性化のコベネ
フィットを狙う。

11
環境・海事の技術で洋上風力を実
現

2050年カーボンニュートラルの達成に向け、環境アセスメント、海
事コンサルタントを通じて洋上風力発電の実現を目指す。

12
ＴＤＰ ～ﾃｸﾉ・ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ推進・ﾌﾟ
ﾛｼﾞｪｸﾄ～

全ての従業員が多様な個性・価値観を生かし、様々な能力を十
分に発揮できる環境を目指す。

13

碧南事業所 品質不適合無（な
し）の継続によりお客さま信頼度のさ
らなる向上を図ろう

碧南事業所の品質不適合無日数を延伸し,所員の持続的な安
全意識の高揚を図るとともに,お客さまからの更なる信頼獲得に努
める。

14 ドローン活用プロジェクト
ドローン・資機材・要員を部門を超えて活用し、環境で培った技術
を汎用化し、パートナー企業との協業で、ドローンによる設備点検
業への参入を目指す。

15 Public relations (Tcc2021)
当社の取組みを各種ツールで社内外に発信し、当社ブランディング
の向上を目指す。

16
土壌調査から汚染土壌処理まで一
貫したサービスを提供しよう

土壌調査から汚染土壌処理まで一貫したサービスを提供できるス
キームを作る。

17 project  灰カツ
石炭火力の副産物フライアッシュとクリンカアッシュは土木建築材料
として有効利用できる。この事を広め、使ってもらい、資源を有効に
リサイクルする。

18 エコマークとるぜ！
エコマークの取得により、テクノ中部の環境取り組みを社会へ発信
していく。

19
丸の内中学校ビオトープ移転（丸の
内DASH）

SDGsパートナーシップ企業と協働し、名古屋市立丸の内中学校
のビオトープを移転・復活させる。
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Project No.01

「風の守人」として風力発電所の安全運転と保安の確保
によるクリーンエネルギーの提供

【活動実績】

・送電量 対前年度比102％（対FS値105%)
・アベイラビリティ 98.1％（目標96％以上）達成

田原リサイクルセンター
風力発電所

Project No.02

浜岡前面海域・豊かな海
藻場と磯根資源の回復を目指して

【活動実績】
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Project No.03

浜岡原子力発電所で発生する放射性廃棄物の削減に取り組み、

クリーンなエネルギーである原子力発電の再稼働に貢献しよう！

【活動実績】

Project No.04

取引先とのパートナーシップでSDGs達成に貢献！

【活動実績】

大手通信事業会社様や放送事業会社様はじめ多数のPCB分析、廃棄物処分支
援を実施

【PCB分析・試料採取 実績例】 【PCB廃棄物の処分支援業務 搬出実績例】
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Project No.05

安全・品質キャラバンの実施

【活動実績】

Project No.06

2021年度TCC×SDGs事務局運営

【活動実績】

各Projectの総括、カンファレンスの開催、Expoへの出展、社内ファシリテーターの養成、パートナーシップ協定の締結
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Project No.07

屋上ビオトープ管理運営

【活動実績】

Project No.08

プロジェクトYAGI 2021

【活動実績】
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Project No.09

かいぜんの輪
（PDCAの輪、横展の輪）

【活動実績】

Project No.10

地域活性化を担う新たな産業創出を
（海ぶどう工場）

【活動実績】
・従来法に対し単位面積当たりの収穫量が10倍以上となる生産技術を確立
・安定生産に向けた各種課題を抽出済み
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Project No.11

環境・海事の技術で洋上風力を実現

【活動実績】

【営業】新規のお客様に当社技術のプレゼンテーションを実施し、
新たな事業者とのコネクションの構築を達成

【実務】 2050年カーボンニュートラルの達成に向け、
アセス図書の作成や環境に配慮した風車配置の提案を達成

Project No.12

【ＴＤＰ】
～ﾃｸﾉ・ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ推進・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ～

【活動実績】

ダイバーシティーを推進し、企業の発展や活性化を目指す
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Project No.13

碧南事業所 品質不適合無（なし）
の継続によりお客さま信頼度のさらなる向上を図ろう

【活動実績】

品質不適合なし816日継続を達成！（2019.9.2～2021.11.27）
品質不適合なしの継続による風通しのよい職場を目指す

Project No.14

ドローン活用プロジェクト

【活動実績】

・環境調査への活用実績の拡大
・電力プラント保守点検へのドローンの活用
・他部署との連携・協力体制ルール構築
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Project No.15

Public relations (Tcc2021)

【活動実績】

Project No.16

土壌調査から汚染土壌処理まで
一貫したサービスを提供しよう

【活動実績】
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Project No.17

project  灰カツ

【活動実績】

Project No.18

エコマークとるぜ！

【活動実績】プラスチックスマートに登録することでテクノ中部の活動内容を広めて参ります
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Project No.19

丸の内中学校ビオトープ移転（丸の内DASH）

【活動実績】

16

このプロジェクトは、当社が出展した「SDGs AICHI EXPO 2021」において、同じ
く出展されていた名古屋市立丸の内中学校の先生から、老朽化が進んだビオトープの
移設について相談を受けたことから始まりました。
このプロジェクトにおいて当社は主にビオトープ移転計画へのアドバイスを担当い

たしました。ビオトープ造営については、SGDsパートナーシップ協定企業であり造
成ノウハウを有する文吾林造園㈱と、土木工事のスキルを有する五大エージェンシー
㈱に協力を求め、丸の内中学校の皆さんと一緒にビオトープの移設をしました。
この活動の様子は「中日新聞(2022年1月12日)および電氣新聞(同年1月14日)に掲載

されました。また愛知県が主催する「生物多様性とSDGs多世代フォーラム(2022年3
月6日)」においても報告いたしました。

× × ×

生物多様性とSDGs
多世代フォーラム作業後の集合写真



SDGs AICHI EXPO 2021 | SDGs AICHI EXPO2021

2021年10月22日、23日「地球・まち・ひとが共生できる社会へ～多世代パートナー

シップでつくるＳＤＧｓあいち」をテーマに「SDGs AICHI EXPO2021」が開催され

ました。昨年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い、オンラインでの開催となりまし

たが、今年度は感染者数が減少し、緊急事態宣言が解除されたため、初のリアル開催と

なり、多くの企業、自治体、学校等が出展されました。

当社の出展内容としましては、2020年度・2021年度のＳＤＧｓプロジェクトのうち、

「屋上ビオトープ」「遺伝子解析」「ヤギ除草」「浜岡前面海域・豊かな海プロジェク

ト」「小型ＵＡＶ（ドローン）調査」「洋上風力発電支援事業」のパネル展示や動画放

映、昆虫標本やドローン等の実物展示、また、家族連れのイベントとして、「ペットボ

トル顕微鏡作り」、その他、ランドプラス（クリンカアッシュ）の配布を行いました。

当社の活動に関心をお持ちいただいた多くの企業、自治体、学校関係者、学生等の皆さ

まに当社ブースへお越しいただき、情報交換を行うこともできました。

ペットボトル顕微鏡作りは中高生などに人気で、２日間とも満員となり、ランドプラ

スについても、用意した110袋が２日目中盤ですべてなくなりました。

今回のＥＸＰＯ出展により、新たなパートナーシップ協定先、協業先との連携が始ま

るものと期待されます。今回の出展にご協力いただいた皆さまに御礼を申し上げます。

ペットボトル顕微鏡作り

「浜岡前面海域・豊かな海プロジェクト」
育成したアワビを放流 当社ブースの様子
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18

S D G s ファシリテーター | SDGs Facilitator

社内研修会| Workshop

当社は、従業員のSDGsへの理解を深め社会に貢献することを目的とし、階層別の研修を実施

しています。今年度は新型コロナウイルスの感染拡大防止ためオンラインにより、以下の研修会

を開催しました。

SDGs基礎研修
・開催日：5月27日、6月4日
・新入社員をはじめ全社から31名が参加

SDGs研修会
・開催日：6月8日 15：00～17：00
・ファシリテーター：中部大学経営情報学部准教授 伊藤佳世様
・課長・副長クラスを中心に37名が参加

SDGsの考え方をヒントに地方創生における対話や協働などの

重要性を学ぶカードゲームが、「SDGs de 地方創生」です。この

ゲームを開催するためには「SDGs de 地方創生公認ファシリテー

ター」に依頼する必要があります。

当社では2021年6月に2名のファシリテーターを養成しました。

これらのファシリテーターにより、社内やパートナーシップ先等

におけるSDGsの研修を実施いたします。



S D G sパートナーシップ協定 | SDGs Partnership Agreement

SDGsにおいては、官民をはじめ、学校、NGO・NPO、企業等多様なパートナーと連

携することが推奨されています。本協定の取組みは、協定先の企業・団体等およびそれら

で構成するネットワークにおいて、SDGsの取組みを相互に支援、協力することで、その

活動等を発展させていくことをねらっています。なお、ビジネスパートナーとしての協業

は条件としていません。

2021年度には以下に示します５社とパートナーシップ協定を締結いたしました。当社は、

今後も引き続き、多様なパートナーとの協定拡大に取り組み、社会課題の解決、SDGs達

成に貢献してまいります。

協定先

TCC

パートナー
シップ

進展

提携先が目指す
ＧＯＡＬ

協業で目指す
ＧＯＡＬ

TCCが目指す
ＧＯＡＬ

ビジネス
パートナー
シップ
(将来)

パートナーシップのイメージ図
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